
　　　　

7 年 5 月 1 日

平日 14 時 0 分から 17 時 30 分まで あり なし

休校日 10 時 0 分から 16 時 30 分まで あり なし

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

法人（事業所）理念 「あそびは学び」此れを療育の根幹に据え、日本中の子どもたちとその家族の笑顔を創り続ける。

事業所名 とんぼっくスポーツ佐貫校 作成日支援プログラム

ルールに基づいた試合形式の活動により、行動の抑制力や判断力を育てます。

プレー中や作戦会議での発言を通じて、適切な言葉の使い方や指示理解を促します。

チームでの活動を通じて、仲間との協力や役割理解、ルール順守の姿勢を養います。

支援方針

・サッカーを中心に、ルール理解・協調性・自己調整力の育成を目指した療育を実施します。
・多動傾向のある子どもも、ボールを通じて集中力と仲間とのつながりを自然に育める環境を提供します。
・チーム活動や役割のある運動を通じて、達成感や自己有用感を実感できる支援を行います。
・家庭・学校・関係機関と連携し、日常生活にもつながる社会的スキルの獲得をサポートします。

送迎実施の有無

送迎実施の有無

営業時間

（別添資料１）

家族支援

・保護者との定期的な面談・連絡帳・電話等を通じて、家庭との連携を
図ります。
・家庭での困りごとや育児負担を共有し、必要に応じて専門機関との橋
渡しを行います。

移行支援

・進学・進級や将来的な自立を見据えた日常生活支援を行います。
学校や関係機関との連携を図り、本人に合った情報提供を行います
。

地域支援・地域連携

・近隣の学校・保育園・医療機関・他事業所と連携し、地域に根ざした
支援を提供します。地域の行事参加なども通じて社会とのつながりを意
識します。

職員の質の向上

・外部・内部研修、OJTの実施により、支援の質向上を図ります。
スタッフ間での学び合いも重視しています。

支　援　内　容

着替えや準備・片付けの習慣化を図り、基本的な生活習慣を整えます。

サッカー活動を通じて、全身運動とバランス感覚を身につけます。

本
人
支
援



主な行事等

・4月 チームビルディングゲーム大会：仲間との関係づくり。
・5月 公園でのサッカー遠足：自然の中でルールを守って運動。
・7月 夏のスポーツフェスティバル：協力と競争を体験。
・8月 水かけ試合イベント：感情表出と切り替えの練習。
・10月 ハロウィンミニサッカー大会：楽しみながらルール意識。
・12月 ウィンターカップ：集中力と運動習慣の維持。
・3月 修了ミニリーグ戦／表彰式：1年の成果を実感・自信につなげる。


